














要約;食事によるアレルギー疾患は、食品抗原を経口的に接取した時に、アレルギー的機

序により生ずる反応であるが、現実には食品を摂取することによってみられる非アレルギ

ー的機序によるもの全てをさしていわれる事、すなわち食品不耐症を意味することが多い。

しかし食事アレルギーに対する治療には該当食品の厳重な除去が最良の治療方法であるが、

非アレルギー的機序によるものは、差程厳重な制限を必要としない例が多い。また食品抗

原に対する抗体が存在する例でも、該当食品が抗原性を保持したまま消化管から吸収され

ない限り、食事アレルギーとして発症することはない。すなわち抗体が存在しても、該当

食品摂取による症状のみられない例に対する指導方法も定かではない。

この様な事実のために、食事アレルギーに対する指導方法が一定せず、混乱を招いている

のが現状である。これら混乱のもとになる諸点を洗い出し、可能な限り混乱を整理するこ

とが本研究の主題である。また同時に食事指導をする側、される側、それぞれに生じてい

る混乱の内容を把握することも重要な課題である。

今回は、1)食事アレルギ-を確認するための抗体検索方法、および 2)食事アレルギーの症

例にみられる臨床経過の多様な点を報告し、問題点を洗い出す手がかりとする。


